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dice <- sample(1l:6, 1000, L,
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replace = TRUE) TR)YHR L1121 131 [L41 1,51 1,61 [,7] [L8] [,9] [,10]
R 1 1, 3l 6l 3| 1| 2 4] & 1| 4| s
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mx1l <- matrix(dice,
nrow = 100, ?—Qﬁﬁ(*ﬁ)}
ncol = 10, ] 1] P 1 24 =)
byrow = TRUE) [99, ] 4, 4| 3 3] 6| 1 5 1 5 3
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示1.2.1 をR スクリプトで作成する手順を説明します。
　ここでは、サイコロので１～６の目の出る割合とサイコロの目の平均を計算しています。
　サイコロを1000買い振って、その目の数を得るために、sample 関数を使っています。sample 関数の第１引数に「1:6」のベクトル、第２引数を1000として、1～6 から 1000個を無作為抽出します。repleace = TRUE で、重複がある無作為抽出を指定します。これにより、右上の図のように、dice という名前のベクトルが生成します。つまり、これは 1～6 の乱数です。
　この要素1000個からなるベクトルから、100行×10列のマトリックス mx1 を作るため、matrix 関数を使っています。byrow =TRUE を指定することにより、データを行方向、つまり横方向に折り返しながら割り当てていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　サイコロを1000回振って、それを100行×10列のマトリックス mx1 にしました。
　ここから、100個中の1～6の目の数、200個中の1～6の目の数、同様にして1000個中の1～6の目の数を集計して mx2 を作成します。
　ここで用いてる「for ( in )」は、繰り返して処理をする関数です。(j in 1:10) で、カウンター j は1～10まで１ずつ変化します。これは mx1 の列の番号を示します。その中で、(i in 1:6) のカウンター i は、１～6まで変化します。mx1 の行番号であり、サイコロの目1～6 です。
　 j=1 のとき、mx1[, 1:j ] は、mx1 [1:100, 1:1] になります。つまり左１列の 100個が対象となり、その中の目の数を数えます。sum(mx1[,1:1] == i ) で、i == 1 のときに１の目の数、i == 2 のときに２の目の数が得られます。以下、同様にして 6 の目の数まで数えます。等しいという条件を表す記号は、イコールを２個つないで使うことに注意してください。
　同様に　j = 2 のとき　mx1 [1:100, 1:2] が対象となり、左から２列分の200個の目の数を数えます。j が3～9 の場合も同様で、最後に j = 10 のとき、mx1 [1:100, 1:10] が対象となり、全ての列の 1000個の目の数を数えます。
　このようにして、マトリックス mx2 が作成されます。
　また、mean(mx1[, 1:j]) で、j =1 ～10 まで変化するごとに、100、200、300 ・・・　1000 個の目の平均を求めて、ベクトル vt に付値します。
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(4)B1J00B0EIE (100, 200~10001#) 2 R
.For\ (j in 1:19) { mX2 [:1] [:2] e [,10] mX3 [:1] [:2] e [,10]
mx3[, j] [1, ] 11| 29| ---|170 [1, ] |e.11]@.15] -+ |0.17
<- mx2[, j] / sum(mx2[, j]) [2, 1 | 19| 31| --- | 160 [2, ] |e.19/0.16/ -+ |0.16
[3, ] 19| 37| ---|189 [3, ] |©.19/0.19| --- |0.19
[4, ] 17| 32| ---|150 [4, ] |©.17|0.16| **- |0.15
N N)VEE \ [5, ] 15| 30| ---|158 [5, ] |e.15/0.15/ --- |0.16
for (j in 1:10) { [6, ] 19| 41| --- 173 [6, ] |@,19]/0.21| **- |0.17

for (i in 1:6) {
mx3[i, j] <- mx2[i, j] / sum(mx2[, j])
}

\C /

j=1DES

sum(mx2[, j])
= sum(mx2[, 1])
=100

i=1,j=1DEE

mx2[i, j] / sum(mx2[, j])
= mx2[6, 1] / 100

=19/100 = 0.19



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　マトリックス mx2 は、100個中の 1～6 の目の数、200個中の 1～6 の目の数・・・1000中の 1～6 の目の数の集計結果です。この mx2 から目の割合を計算します。
　カウンター j が、 j=1 のとき、mx2 [, 1] となり、左１列の 目の割合、つまり１～6の目の割合を計算します。for 文の中の式の計算はベクトル演算をしています。吹き出しの中のように、２つの for 文 を使った場合、カウンター i と j で、マトリックスの行と列を指定して、それぞれの割合を計算します。これをベクトル演算により、カウンターi を省略しても同様の計算が行われます。sum(mx2[, j]) は、j 列の合計を計算します。１列ごとのベクトル演算で、この値は１列の中の計算で常に同じ値になります。　 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　集計して得られたマトリックス mx2、mx3 から、表示1.2.1 のグラフが得られます。詳しくは R スクリプト　Green1-1-2.R を見てください。
　なお、乱数を発生させて作図していますから、皆さんが得られる図とは異なりますが、数が増えると収束していくという傾向は同じになるはずです。
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par(mar =c(4, 4, 1, 4)) { o= ) § 2
matplot(t(mx3), type ="1", r A 1 B
Ity = 1:10, xaxt = n\L HTIER & Q N 2 8h8
ylim = ¢(0, 0.25), lde{ _ }i ° 4 \\::‘\;\_: ______ S o
Xlab — HIEI%&") ylab — HII:I:IIEEODEU/E\H X $H33E§/_J_\ {‘éu ﬂ ,_/-j;jz ‘\_\:—: ----- i ~ _: _\_':'_’_—\_________ f\l\_
axis(1, at = 1:10, labels = seq(100, 1000, 100), b oo - \>\/ T~ | o8
cex.axis = 0.7) x BHERTE ] H = 4 | o [
abline(h=1/6, lwd = 2) oS _
par(new =TRUE) # S JDLES ARFAR } 3 M L &
plot(x = 1:10, y = vt, type = "1", © A abline CHA[E]
axes = FALSE, ylab ="", xlab ="", Q N
ylim = ¢(3.2, 4.0), col = 2, lwd = 15);[ = } S L ©
axis(4) # Atz 2 BHE(C 9 L L
mteXt("EODIIZi,:j" Side — 4 line — 2) 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000
abline(h = sum(1:6) / 6, col = 1, lwd = 2) [ axis CE%1E @4



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　グラフを作成したスクリプトです。
　ここでのポイントは、左右に複数の y 軸を設定しているところです。右側にも縦軸を設定するので、余白を設定する par 関数で最後の引数の数値を4と大き目にしてあります。
　マトリックスから、複数の折れ線グラフを作図するために、matplot 関数を使っています。「xaxt = "n"」により、横軸を表示させず、axis 関数で横軸を表示させています。axis 関数の引数１は横軸を示しており、at 引数は横軸の位置、labels 引数は表示する数値、cex.axis = 0.7は表示する数値の大きさを指定してます。
　matplot 関数の次に、plot 関数を実行すると、通常は別のグラフになりますが、par(new = TRUE) を指定するとこにより、重ねて描画させています。「axes = FALSE」 での軸を描画させません。「axis(4)」を実行して、plot 関数で描く軸は右の縦軸に設定します。axis 関数はグラフの座標軸を描きます。axis(1)は下側、axis(2)は左側、axis(3) は上側、axis(4)は右側の軸を指定します。ここではaxis(4) ですから、２軸目を右側の縦軸に設定し、mtext 関数でラベルを表示させます。
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® X~1.2.2 U JODBEDERFIE EDEIDETR
AOUTRT7+4)L
Greenl-1-2.R
FIF L 7= Ba%8
c. cbind. rbind. colSums. round.
ik
RO N6 Y MU w Oz ERk UEET
HH X pX pXX1i d pxd d~2 pxd”2
#HH# 1 0.1666667 0.1666667 -2.5 -0.41666667 6.25 1.04166667
#H# 2 0.1666667 ©.3333333 -1.5 -0.25000000 2.25 0.37500000
#HH# 3 0.1666667 0.5000000 -0.5 -0.08333333 0.25 0.04166667
1 4 0.1666667 0.6666667 0.5 ©0.08333333 0.25 0.04166667
1 5 0.1666667 0.8333333 1.5 0.25000000 2.25 0.37500000
1 6 0.1666667 1.0000000 2.5 0.41666667 6.25 1.04166667
## Total NA 1.0000000 3.5000000 NA ©0.00000000 NA 2.91700000


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示1.2.2 を R スクリプトで作成しました。作成方法は、スクリプトファィルを見てください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　


